
YAMAH間昆言壷

S-ch, 4-op・FM sound generator
(O PM)

Y M2151は8ビットのパスラインをもち、マイクロプロセッサよりプログラム可能で
高品質な音が得られるFM方式のサウンドジェネレータであり、本ICとペアで使用
する様に設計された専用のD/AコンバータY M3012を使用することにより8音、R、
L 2チャンネルのオーディオ信号が得られます。

その他ノイズ、ビブラート、振幅変調回路、効果音発生回路、タイマー等が内装され
ています。パッケージは24ピンのデュアルインラインパッケージです。

●8音まで発音可能です。但しサイン波に限れば最大32音まで発音が出来ます。
●ノイズの発音が出来ます。

●音色を時経変化させることが出来ます。
●基本波に対し高調波を非調和にすることが出来ます。
●オクターブ間で非調和にすることが出来ます。
●音程を約1．6セントの間隔で設定することが出来ます。

●ビブラート、振幅変調が掛けられます。

●雄本波に対する高調波を非常(ﾐ非調和にしたり、ビブラートや振幅変調を非常に深
く掛けることにより各種の効果音の発生が可能です。

■FM方式の発音原理概略
FM方式の発音とFig 1．1の様な基本櫛成により表わすことが出来ます。

Fig 1-1
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■レジスタマップ

●アドレスマップ(1) ; WRITE MODE

●アドレスマツプ(3) ; READ MODE
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●PHAS E MU LT I P LY

●DETUNE (1) DT1= (D7～D6)  OCT = (D6～D4)    NOTE= (D3～D)
DT1=1  DT1=2  DT1=3

■機能説明
●KEY CODE, KEY FRACTION
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●DETUNE (2)

●P I TCH MODULAT ION SENS I T I V I TY

● S E L F F E E D B A C K L E V E L

●CONECTION ､FS)

C O N ＝ 0

C O N ＝ 1

●

Ⅷ関川民

C O N ＝ 2
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C O N ＝ 4
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叩 T
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一
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､T2＝(、7～I)‘） 0 1 2 3

(cent)
DETUNE

（倍）

0 ＋ 6 0 0 ＋78 1 ＋ 9 5 0

1 ＋1.41 ＋1 .57 ＋1．73

PMS＝(D6～、,） 0 1 2 3 4 5 6 7

MODMAX(cent） 0 ± 5 ± 1 0 士 2 0 士50 ± 1 0 0 士400 士700

FL＝(、3～I)』） 0 1 2 3 4 5 6 7
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棚間川凡 YM 2151

●ATTACK , D ECAY T IM E

※Fig. 2.12で決まるキースケーリング後のRATE 6ビットを、上位4ビット、下位2ビットに分けて表現し
てあります。

x (10%-90%) or (90%-10%)の表は、レベルが10%から90%又は、90%から10%に達する時間を示しま
す。

※(96dB - odB) or (0dB - 96dB)の表は、レベルが0%から1 00%又は、1 00%から0%に達する時間を示

※縦）
この炎は、

･ H = 3 . 6 M H z

で帥･算して

あります。
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●K E Y

（＊）

S C A L I N G

キースケーリングされた後のRATEは下式の様に入力レート(R)の2倍に下表の値(RKs)を加
えたものであります。

AR、D1R、D2Rはレジスタに誉き込んだ値を入力レート(R)としますがRRはレジスタに書き
込んだ値の2倍にlを加えた値を入力レート(R)として計算します。

(＊＊）

’R AT E = 2 * R + R K s

● R : 入力の各レート ( * * )
●RHs : KEY CODEとKSで定まる下表による値。
●但しここでのKEY CODEは下図の様にN oteの下位2ビットは切りすてたKCを用います。

’ 計算結果が63より大きな値の時は全てRATE = 63とします。
-

Ⅷ ､川凡

ｰ画．一一一一
K C

Fig.2.13 1st DECAY LEVELの各ビットと重み付け。
D I L

O C T

〆

N ote

Fig: 2.14 TOTAL LEVELの各ビットと重み付け
T L

* D7- D4がALL ｡1" =45bBの

時は更に4 8dB減衰量が加算され
ます。

Fig.2.15 AMPLITUDE MODULATION SENSITIVITY
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YM 2151

■端子配置図

■端子機能

Ⅷ間川凡

YM21 51は、24 Lead dual Inline packageで端子信号を下図に示します。

●D o - D 7 : Address/Data Bus (input/output/ high impedance)
内部アドレス、データのマルチプレソクス双方向性パスを構成し、外部ディバイスと内部レジスタ間で
8ビットの並列信号を入出力します。

●AO : Add ess/Data select (input)
AO= "0"の時、Do- D7信号をアドレスとし、AO=" 1園の時Do- D7信号をデータとして処理しま
す。

●WR : Write (input)
このライト信号がある時、バス上の信号を書き込み可能な状態にします。

●R D : Read (input)
このリード信号がある時、内部信号をバスを介して読み出し可能な状態にします。

●C S : Chip SeleCt (input)
このチップセレクト信号が有る時､‘前記のAの、WR、RD信号が機能し、Do- D7のパス上のデータを
を内部レジスタに書き込み、又Do-D7のバス上に内部データを読み出すことが出来ます。

●I C : initial clear (input)
この端子を“0”にすることにより、内部レジスタ及び回路を初期化することができます。

●i R Q : interrupt Request (output : open Drain)
内装する2種のタイマカウンタのキャリアウトが、どちらか一方でも出れば、この信号が" 0 " LEVEL

になり、CPUに対し割り込みを要求します。この後CPUには、データをリードすることにより、ど
ちらのタイマからの割り込み要求かを判断して割り込みの処理をすることになります。

●CT1、C T 2 : Control l : Control 2 (output)
外部のテ'イバイス、機器をコントロールするための端子で、初期状態では" O " Levelです。

●S O : Serial output (output)
Left、Rightの2チャンネルに割りふられたトーン信号をシリアルデータとして出力し、Y M2151とペ
アで使用する様に設計された専用のD/AコンバータY M3012に送ります。
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Ｖ
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Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
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2 - 1 0

●SHl、S H 2 : Sample and Hold

D/Aコンバータ、Y M3012に供給し、シリアルデータの取り込みと、YM3012でのアナログ変換後の
サンプ'ノングホールドに使M1されます。

●のM : system clock (input)
Y M2151を駆動するCPUを含む、システムのクロックのMを入力して、内部で1/2の周波数に分間し
て使用しています。こののMがトーン周波数の基準となっています。

●①I  : cIock for D/A (output)
D/Aを駆動するためのcloc kで、Y M2151の内部クロ･ソクと同じ周波数です。又、こののlのLEVEL
が"l雨→"0"に変化する時点で、iRQ，CTl、CT2、TO、SHl、SH2、SOの各信号は愛化しま
す。

●VI) '! : power Supply (input)
j､幣十5､を供給します。

●V爵尉: Grand (input)
システムのグランドに接続します。

■電気的特性

1．絶対最大定格

2．直流特性（条件うTop=0～70℃, VDD=5.00zt0.25V)

米1：VI＝O～5V，妙M，／WD，／RD，AO端子に適用。
*2 :DO～D7, /IRQの各端子に適用。

項 目 記 号 定 格 値 単 位
電 源 電 圧

入力電圧
動作温度
保存温度

VDD

V i

Top
Ts tg

-0．3～7．0

-0．3～VDD+ 0．3

0 - 7 0

- 5 0 ～ 1 2 5

Ｖ
Ｖ
℃
℃

項 目 記 号 条 件 最 小 標 準 最 大 単位
電源電流 IDD V D D＝ 5 . 0 V 120 m A

入 力電圧 L レベル

入力電圧 Hレベル

VIL

VIH

全入力端子

全入力端子

-0．3

2．0

0 . 8

VDD

Ｖ
Ｖ

入力リーク電流

出力リーク電流

I u

I L O

＊1，E9.4
＊2

-0．1

- 1 0

0．1

10

ﾒ fA

“ A

出 力 電 圧 L レ ベ ル

出力電圧 Hレベル

Ｌ
 
Ｈ

ｗ
ｗ Ａ

Ａ
鰹

、
ｎ
》

２
 
ｍ

ｌ
- 

-
-

Ｌ
Ｈ
Ｏ
０
１
Ｉ

-0．3

2．4

0．4

VDD
Ｖ
Ｖ

入力容赴 CdM のM端子 10 pF
/ I C入力電流 I i c VDD＝5V,fi9.5 - 1 0 - 6 0 似 A



YM 2151

3．交流特性（条件; Top=0～70℃, VDD=5.00士0.25V ,出力容且1 00pF)

＊1：の1端子に適応、CL= 100pF (Fig. 6)
*2 :/IRQ, CT1,CT2, SO, SH1,SH2場子に適応、CL= 100pF (Fig.6)

Ⅷ関川瓜

4．タイミング図
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Ⅷ閲凡肌

●WRITE T IM ING

AO

一
C s

W R 圃 ■
D a t a

(DO-D7)

●READ T IM ING

<注> tDS、tDHNは/CS、/WRのいずれか一つ力ざHigh  Levelになった時を基準とする。

’

AO

tLvT

F二，

YM 2151

一
Cs

-
叩

<注> tACCは/CS、/RDのLowLevelになるのが遅いものを基準とする。
tDHRは/CS、/RDのいずれか一つがHigh Levelになった時を基準とする。

Data
(D0-D7 )

19．2-a

2 - 1 2

i9.2-b
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■システムブロック図
C吐血GEN．

●インターフェース

本テ'イバイスの他にマイクロコンピュータ又はマイクロプロセッサ、DAコンバータ、オーディオアンプ
とスピーカーを用いた基本”藤成のブロックダイアグラムを上図に示します。
このとき、本ディバイスはマイクロコンピュータXはマイクロプロセッサと非同期で作動しデータの交換
が可能ですので必要な発音、音程を得るために別にクロックジェネレータを設けて駆動させることが出来ま
す。

本ディバイスとDACの間は次ページに示す様に、構成することによりL、Rの2チャンネルの出力を取
’ )出すことができます。

Fig. 5

C L “ K
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Fig. 3-a

Fig.3-b

Fig. 6
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Ⅷ関川凡
●DAC I N T ERFACE

O P M

(YM2151)

V[1口

d l
P

V 弱

S 0

SH2

SH1-
i C

D-GND＋5V

’

C3

V､、
や -

zCLOCK

､-GN、

1 1 6

2 ． 1 5

3  DAC  14
4(YM3012) 13
5 1 2

6 1 1

7 1 0

8 9

DAYA

｜パッケージ外形図

S'十2

SH1

A - G N D

両

A-GND

BIAS

YM 2151

BIAS

1NITIALCLEAR

ノッチまたは1ピンインデックスマーク
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モ ール ド 外 形 寸 法 は バ リ を 含 ま な い
単位(UNIT) : mm
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